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広報なかがわ
2010. 1月号 ２

　

平
成
20
年
度
の
各
会
計
決
算
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
。
町
の
業
務
や

施
策
は
、
皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金

や
、
国
・
北
海
道
か
ら
の
補
助
金

な
ど
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
は
、
町
の
財
政
運
営

の
中
心
と
な
る
会
計
で
す
。
町
で

は
、
「
元
気
発
信
・
笑
顔
の
大
地

・
夢
開
花　

な
か
が
わ
」
の
将
来

像
を
達
成
す
る
た
め
に
、
福
祉
や

教
育
、
経
済
な
ど
の
基
本
的
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
お
り
、
そ

の
経
費
の
大
部
分
を
賄
っ
て
い
る

の
が
一
般
会
計
で
す
。

　

そ
の
他
、
皆
さ
ん
の
生
活
に
直

結
し
た
事
業
を
特
別
会
計
で
行
っ

て
い
ま
す
。
特
別
会
計
は
、
国
の

補
助
金
や
税
金
、
使
用
料
、
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
金
な
ど
で
運
営

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

決
算
は
、
こ
れ
ら
の
お
金
が
皆

さ
ん
の
暮
ら
し
や
ま
ち
づ
く
り
に

ど
の
よ
う
に
活
か
さ
れ
た
か
を
示

す
も
の
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

総
務
課
企
画
財
政
室

　
　
　
　
　
　

☎
7
|
2
8
1
1

一　般　会　計

町　　　　　　　　　税

分 担 金 及 び 負 担 金

使 用 料 及 び 手 数 料

財　　産　　収　　入

寄　　　　附　　　　金

繰　　　　入　　　　金

繰　　　　越　　　　金

諸　　　　収　　　　入

地　方　譲　与　税

利　子　割　交　付　金

配　当　割　交　付　金

株式等譲渡所得割交付金

地 方 消 費 税 交 付 金

自動車取得税交付金

地 方 特 例 交 付 金

地　方　交　付　税

交通安全対策交付金

国　庫　支　出　金

道　　支　　出　　金

町　　　　　　　　　債

議　　会　　費

総　　務　　費

民　　生　　費

衛　　生　　費

労　　働　　費

農林水産業費

商　　工　　費

土　　木　　費

消　　防　　費

教　　育　　費

災 害 復 旧 費

公　　債　　費

給　　与　　費

予　　備　　費

区　　分区　　　　分

自　

主　

財　

源

依　
　

存　
　

財　
　

源

金　　額 割合（％）

1億7,850万円

140万円

8,744万円

2,638万円

233万円

5,000万円

352万円

1億8,198万円

7,557万円

92万円

18万円

12万円

2,096万円

1,919万円

264万円

17億4,258万円

0万円

2億7,787万円

9,469万円

3億 529万円

5.8

0.0

2.8

0.9

0.1

1.6

0.1

5.9

2.5

0.0

0.0

0.0

0.7

0.6

0.1

56.7

0.0

9.0

3.1

9.9

金　　額 割合（％）

2,562万円

2億3,943万円

2億6,793万円

2億1,783万円

1,536万円

3億6,648万円

1億1,516万円

3億6,153万円

1億2,710万円

2億3,515万円

7,067万円

5億8,145万円

4億 241万円

0万円

0.8

7.9

8.9

7.2

0.5

12.1

3.8

11.9

4.2

7.8

2.3

19.2

13.3

0.0

　歳入および歳出内訳の金額は、千円の位を切
り捨てているため、それぞれの合計額と上記総
額は異なります。あわせて、各パーセンテージ
の合計は100にはなりません。

歳出内訳

歳出総額
30億2,654万円

歳入内訳

平成20年度
一般会計・特別会計決算報告

歳入総額
30億7,165万円



３ 広報なかがわ
2010. 1月号

平成20年度に行った主な事業

持家住宅促進事業

住民バス運行事業

第5次中川町総合計画策定事業

特養一心苑暖房設備改修事業

介護予防等事業

敬老会事業

保健支援事業

健康づくり事業

中山間地域等直接支払交付金事業

畜産基盤総合整備事業

新規就農誘致事業

元気な土づくり推進事業

施設野菜導入促進事業

牧場運営事業

人工造林推進事業

森林整備地域活動支援交付金事業

基幹水利施設管理事業誉平地区

中小企業融資資金貸付金

森林公園ジャングルテラス外撤去事業

加工センター蒸気ボイラー取替事業

温泉送迎バス車両購入事業

町道維持工事

道路新設改良事業

公営住宅火災警報器設置事業

公営住宅解体事業

中川商業高等学校教育振興対策協議会補助

遠距離通学児童通学援助

へき地教員宿舎整備事業

奥地林道大和線地すべり調査解析設計委託業務

平成19年発生公共土木施設災害復旧事業

土地：29,571,095㎡
　　　（うち山林19,849,922㎡）
建物：64,998㎡
基金：19億4,689万円

　　　（平成21年３月31日現在）

区分 事業費 【主な町有財産の現在高】

財政力指数（3ヵ年平均）
　　　0.143（平成19年度0.146）
　財政力指数は、1.0に近いほど自主
財源の割合が高く、財政力が強いこ
とを示します。

経常収支比率
　　82.7％（平成19年度83.8％）
　経常収支比率は、財政の弾力性を
示す指標で、パーセンテージが高い
ほど財政が硬直化していることを示
します。

【中川町の財政力】

貯金（基金）
　19億4,689万円
　（町民1人あたり約103万円）

借金（地方債残高）
　61億4,070万円
　（町民1人あたり約313万円）

※平成21年3月31日現在人口
　1,890人を基に計算

【中川町の貯金と借金】

健全化判断比率
・実質赤字比率　　　　－％
・連結実質赤字比率　　－％
・実質公債費比率　　13.7％
・将来負担比率　　　　8.4％

資金不足比率
・簡易水道事業　　　　－％
・農業集落排水事業　　－％

※これらの数値は、赤字でない限り
　比率がないものとされ、「－％」
　と示しています（詳しくは、広報
　なかがわ2009年11月号4～5ペー
　ジをご覧ください）。

【健全化判断比率、　　　
　　　資金不足比率】

事　　業　　名

総
務
費

民
生
費

衛
生
費

農
林
水
産
業
費

商
工
費

土
木
費

教
育
費

災　

害

復
旧
費

112万円

1,115万円

119万円

3,622万円

6,882万円

212万円

83万円

646万円

2,317万円

1,857万円

703万円

88万円

105万円

2,312万円

125万円

452万円

5,426万円

2,000万円

345万円

311万円

677万円

1,965万円

2億1,912万円

257万円

375万円

372万円

33万円

1億 216万円

1,675万円

5,001万円

特別会計決算総括表

介
護
保
険

特　
　

別　
　

会　
　

計

2億8,077万円
1,769万円
9,097万円

1億4,670万円
1億6,073万円

760万円
2,040万円

7億2,486万円
37億9,651万円

国民健康保険事業
老 人 保 健 事 業
簡 易 水 道 事 業
農業集落排水事業

後 期 高 齢 者 医 療
小　　　　　　　計

区　　　分

一般会計＋特別会計

歳入決算額 歳出決算額 差引額

保険事業勘定
サービス事業勘定

2億7,971万円
1,626万円
9,097万円

1億4,670万円
1億5,744万円

760万円
2,037万円

7億1,905万円
37億4,559万円

106万円
143万円

－
－

329万円

3万円
581万円
5,092万円



※インターネットを利用される方は、
　個々にインターネット事業者等と
　契約をしてください。

広報なかがわ
2010. 1月号 ４

　

中
川
町
で
は
国
の
補
助
事
業
を

活
用
し
て
、
町
内
全
戸
を
光
フ
ァ

イ
バ
ー
通
信
網
で
結
ぶ
事
業
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

そ
う
す
る
こ
と
で

　

地
震
や
台
風
な
ど
の
災
害
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
の
気
象
情
報
や
、

災
害
に
よ
る
被
害
を
少
な
く
す
る

た
め
の
情
報
を
届
け
ま
す
。

　

各
戸
に
情
報
伝
達
機
器
を
置
く

こ
と
で
、
行
政
情
報
や
生
活
情
報

を
一
斉
に
届
け
ま
す
。

　

各
戸
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ

ル
を
敷
く
こ
と
で
、
難
視
聴
を
解

消
し
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
の

光
フ
ァ
イ
バ
ー
通
信
網
を
利
用
し
て

光
フ
ァ
イ
バ
ー
通
信
網
を
利
用
し
て

防
災
・
行
政
情
報
と
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
を
お
届
け
し
ま
す

防
災
・
行
政
情
報
と
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
を
お
届
け
し
ま
す

光
フ
ァ
イ
バ
ー
通
信
網
を
利
用
し
て

防
災
・
行
政
情
報
と
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
を
お
届
け
し
ま
す

高
速
化
は
、
利
用
希
望
者
と
接
続

会
社
と
の
契
約
と
な
り
ま
す
。

　

事
業
に
か
か
る
費
用
は
、
約
8

億
円
で
、
平
成
22
年
12
月
に
完
了

す
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
事
業
の
説
明
会
を
町
内
会

・
自
治
会
で
行
い
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

総
務
課
企
画
財
政
室

　
　
　
　
　
　

☎
7
|
2
8
1
1

防
災
情
報
を
伝
え
る

役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ
を
伝
え
る

テ
レ
ビ
の
映
り
が
よ
く
な
る

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
よ
り

速
く
な
り
、携
帯
電
話
の

つ
な
が
る
範
囲
が
広
が
る

中川町地域情報基盤（光ファイバー）整備の推進イメージ
テレビ電波受信点
（良好な受信箇所）

（中川交換局）

（光変換・分配機）

テレビ
アンテナ施設

中川町役場
（情報発信基地）
中川町役場

（情報発信基地）

携帯電話エリア拡大
（安川・共和）

佐久サブセンター
（佐久交換局）
佐久サブセンター
（佐久交換局）

高速インターネット

【住宅内のイメージ】

高速インターネット

地上デジタルテレビ
お知らせ端末機
町内用無料電話

全戸に防災・
行政情報をお知らせ

光ケーブル光ケーブル光ケーブル

光ケーブル光ケーブル光ケーブル

インターネットインターネット
光回線光回線

インターネット
光回線

お知らせ
します！



公民館図書室公民館図書室
の

公公公公公公公公 書室室書書書民館民館館公民公民公公 室室室公民館図書室室室書書館館館民民民公民館 書室公公 図公公民館図書室室室室室民民民 書書書書民館館館館図図公民館図書室公民館図書室
のの

おすすめおすすめおすすめ

　福澤彰之の息子、秋道は画家になり、
赤い色面ひとつに行き着いて人を殺した。
一方、ひとりの僧侶が謎の死を遂げる。
人はなぜ描き、なぜ殺すのか。9.11の夜、
合田雄一郎の彷徨が始まる。

「
太
陽
を
曳
く
馬
」

高
村　

薫　
著

　アリだって、８割は「なまけもの」。「正
義」と「がんばり」を手放せば、人生は
もっと楽しくなる！　どこか「生きづら
い」世の中を、ほどほどに、楽しく生き
るための処方箋。

　小さな小さな雪の結晶。なぜこんなに
美しく、複雑なカタチをしているのでし
ょう？　水と空気の織りなす自然の芸術、
その神秘に迫ります。

　小野小町、在原業平、紫式部、清少納
言、藤原定家‥‥。百人の歌人の生涯と
名作の鑑賞ポイントをビジュアル解説。
作者の生い立ち、新しい解釈など豊富な
写真とコラムで、一首ずつわかりやすく
紹介する。

「
雪
の
結
晶
ノ
ー
ト
」

マ
ー
ク・カ
ッ
シ
ー
ノ
、　

ジ
ョ
ン・ネ
ル
ソ
ン　
作

千
葉
茂
樹　
訳

5 広報なかがわ
2010. 1月号

「
一
冊
で
わ
か
る

　
　
　
　

百
人
一
首
」

吉
海
直
人　
監
修

「
が
ん
ば
ら
な
い

　
　
　
　

生
き
方
」

池
田
清
彦　
著

は
や
あ
し

　

日
頃
の
で
き
ご
と
や
風
景
・
季
節
に
感
じ
た
こ

と
思
っ
た
こ
と
を
短
歌
で
一
首
ま
た
は
、
俳
句
で

一
句
詠
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

短
歌
や
俳
句
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

 

短
歌
同
好
会　

俳
句
紫
苑
会　

　
　

   

連
絡
先（
ど
ち
ら
も
）古
市
和
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

☎
7
|
2
8
5
0

●
月
刊
会
報
「
ま
ほ
ろ
ば
」
を
ご
希
望
の
方
は
、
年
会
費
5
0
0

　

円
の
購
読
会
員
制
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

お
申
し
込
み
は
、
事
務
局（
古
市
和
子
さ
ん　
☎
7
―
2
8
5
0
）

　

へ
お
願
い
し
ま
す
。

し
お
ん

〔
短　

歌
〕

初
雪
を
報
せ
る
メ
ー
ル
去
年
よ
り
早
い
気
が
す
る　

灯
油
を
買
お
う　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
十
嵐
仁
美

錦
秋
の
40
号
線
は
日
本
一
い
つ
し
か
「
も
み
じ
」
を
口
ず
さ
み
を
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

陽
子

推
敲
を
重
ね
つ
つ
夜
は
は
や
更
け
て
白
鳥
の
声
過
ぎ
ゆ
く
を
聴
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

淑
子

ゆ
く
音
は
風
か
時
雨
か
闇
の
中
聴
き
た
き
声
は
耳
に
届
か
ず　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
竹　

敏
章

枝
先
に
僅
か
残
り
し
樺
の
葉
の
終
の
さ
や
ぎ
を
佇
み
て
聞
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
市　

和
子

足
元
を
素
早
く
動
く
虫
達
の
似
通
う
背
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
色　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
内　

智
子

汝
が
魂
か
懐
か
し
く
み
る
雪
ぼ
た
る
逢
瀬
束
の
間
日
暮
れ
は
早
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
内
ミ
ツ
ヱ

夕
暮
れ
の
早
さ
に
時
を
確
か
め
て
明
か
り
を
灯
す
夜
長
の
秋
よ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
下　

博
子

健
康
に
速
足
歩
き
が
良
い
と
言
ふ
だ
け
ど
吾
に
は
無
理
か
も
し
れ
ん　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
田　
　

昇

〔
俳　

句
〕

地
球
儀
に
な
ぞ
る
子
午
線
雁
渡
る　
　
　

千
葉　

征
子

朝
寒
し
パ
ン
ケ
の
岳
は
雪
に
映
え　
　
　

河
野　
　

廣

霜
月
に
始
め
ま
し
て
と
小
さ
な
手　
　
　

山
下　

博
子

柿
届
く
玄
界
灘
の
潮
の
香
も　
　
　
　
　

古
市　

和
子

　

平
成
18
年
11
月
に
住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
個
人
情

報
保
護
法
に
十
分
留
意
し
た
法
律
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
改
正
に

よ
っ
て
、
誰
で
も
閲
覧
を
請
求
で
き
る
と
い
う
、
そ
れ
ま
で
の
閲
覧
制

度
は
廃
止
さ
れ
、
市
町
村
に
は
閲
覧
状
況
を
公
表
す
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
ま
し
た
。
住
民
基
本
台
帳
法
第
11
条
第
3
項
お
よ
び
第
11
条
の

2
第
12
項
、
住
民
基
本
台
帳
の
一
部
の
閲
覧
及
び
住
民
票
の
写
し
等
の

交
付
に
関
す
る
省
令
第
3
条
の
規
程
に
基
づ
き
公
表
し
ま
す
。

台
帳
の
閲
覧
状
況

◆
期　
　

間　
　

平
成
20
年
11
月
か
ら
平
成
21
年
10
月

◆
閲
覧
件
数　
　

2
件

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
課
住
民
サ
ー
ビ
ス
室

　
　
　
　

☎
7
|
2
8
1
4

住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
状
況

住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
状
況

住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
状
況



広報なかがわ
2010. 1月号 ６

　
　
　

酸
の
結
晶
化
（
痛
風
）
を

　
　
　

防
ぐ
た
め
に
は
、
尿
酸
の

濃
度
を
低
く
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
尿
酸
の
結
晶
は
、
塩
の
結
晶

な
ど
と
同
じ
よ
う
に
、
周
り
の
濃

度
が
低
く
な
れ
ば
溶
け
る
の
で
、

尿
酸
の
も
と
に
な
る
プ
リ
ン
体
の

摂
取
を
控
え
、
水
分
を
十
分
に
と

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
肥

満
の
あ
る
場
合
は
、
内
臓
脂
肪
か

ら
出
さ
れ
る
物
質
が
尿
酸
の
排
泄

を
阻
害
す
る
た
め
、
肥
満
を
解
消

す
る
こ
と
も
尿
酸
値
の
改
善
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　
　
　

川
町
の
検
診
結
果
で
は
、

　
　
　

尿
酸
値
が
基
準
値
以
上
の

約
8
割
が
男
性
で
す（
右
グ
ラ
フ
）。

ま
た
、
肥
満
が
合
併
す
る
割
合
は

半
数
を
超
え
て
お
り（
左
グ
ラ
フ
）、

食
生
活
と
の
関
連
は
強
い
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

プ
リ
ン
体
が
多
い
食
べ
物
と
、

尿
酸
の
排
泄
を
阻
害
す
る
ア
ル
コ

ー
ル
の
摂
り
過
ぎ
は
、
痛
風
発
作

に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

　

尿
酸
は
、
男
性
に
多
い
痛
風
の

原
因
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
食
べ

過
ぎ
や
飲
み
過
ぎ
に
よ
っ
て
増
え

や
す
い
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
年
末

年
始
で
お
酒
を
飲
む
機
会
が
増
え

る
こ
の
時
期
、
尿
酸
値
の
高
い
人

は
、
痛
風
発
作
を
起
こ
さ
な
い
よ

う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
　
　

酸
と
は
、
血
液
中
に
あ
る

　
　
　

物
質
で
、
主
に
た
ん
ぱ
く

質
に
含
ま
れ
て
い
る
プ
リ
ン
体
の

最
終
的
な
老
廃
物
で
す
。

　

体
の
中
に
入
っ
た
プ
リ
ン
体
は
、

肝
臓
で
分
解
さ
れ
て
尿
酸
と
な
り
、

主
に
尿
に
よ
っ
て
体
の
外
に
出
ま

す
。

　

血
液
中
の
尿
酸
は
、
一
定
の
濃

度
に
保
た
れ
て
い
ま
す
が
、
合
成

さ
れ
る
尿
酸
の
量
が
増
え
過
ぎ
た

り
、
尿
に
よ
る
排
泄
が
少
な
く
な

る
と
、
値
が
高
く
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
　
　

酸
に
は
結
晶
化
す
る
性
質

　
　
　

が
あ
り
、
7
ｍ
ｇ
／
ｄ
Ｌ

以
上
の
濃
度
が
続
く
と
、
写
真
の

よ
う
に
針
状
に
結
晶
化
し
ま
す
。

　

こ
の
尿
酸
の
結
晶
が
血
管
を
流

れ
る
の
で
、
自
覚
症
状
は
な
く
て

も
血
管
の
内
膜
を
傷
つ
け
、
動
脈

硬
化
を
進
行
さ
せ
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
結
晶
は
関
節
に
沈

着
し
や
す
く
、
足
の
指
の
付
け
根

な
ど
の
小
さ
な
関
節
で
炎
症
を
引

き
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ

れ
が
「
痛
風
」
で
す
。

針状に結晶した尿酸

尿酸値が基準値以上で肥満を合併する割合

肥満を合併する

尿酸値が基準値以上の男女割合

しあわせ

問い合わせ先　住民課幸福推進室　保健師　☎7－2813

【
今
月
の
テ
ー
マ
】

　

健
診
結
果
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
⑦　
「
尿
酸
」

保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り

尿

尿

尿中

肥満を合併しない
男性

※グラフは、平成20年度中川町国保検診結果をもとに作成

女性



７ 広報なかがわ
2010. 1月号

こんにちは 「まめちょ」です中川町地域子育て支援センター

　雪が積もり寒さの厳しい冬がやって
来ました。昨年の冬は雪の上を歩くこ
とができなかった子どもたちも、今年
は上手に歩けるようになります。１年
が過ぎるのは早いですが、子どもたち
の成長も早いですね。地域の多くの方
々の見守りの中で子どもたちの笑顔が
たくさん見られる１年になるように願
っています。平成22年もよろしくお願
いします。

　

尿
酸
値
を
挙
げ
る
原
因
と
な
る
プ
リ
ン
体
は
、
体
の
中
で
つ
く
ら
れ
る
も
の
と
食
事
か

ら
体
に
入
っ
て
く
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
食
事
か
ら
入
っ
て
く
る
プ
リ
ン
体
は
、
特
に
体

の
中
で
利
用
さ
れ
に
く
く
、
多
く
が
尿
酸
に
な
り
ま
す
。

　肥満があると、尿酸が体外へ出す
働きが阻害されて、血液中に溜まり
ます。適正体重を目標に、しっかり
管理しましょう。

適正体重（BMI22）＝
　　　　 身長（m）×身長（m）×22

尿酸値を適正に保つために①

肥満を予防する
　1日に摂るプリン体の目安は、400mg
（尿酸値が高めの人は300mg）以下です。
プリン体が多い食べ物の摂り方に気をつけ
ましょう。

食品100gに含まれるプリン体が多い食べ物

鶏レバー
煮干
干ししいたけ

牛レバー
かつお
クルマエビ

鶏ささみ
豚ヒレ
牛肩ロース
納豆
鮭
さんま
たらこ
するめいか
たこ
あさり

豚バラ
ラム
カップめん

プレスハム
ベーコン
焼きちくわ

尿酸値を適正に保つために④

食べものに気をつける

　日ごろお酒を飲むことが続くと、
体の中で尿酸が過剰につくられます。
お酒は適量にして、週に1～2日の休
肝日をつくりましょう。

1日に摂るアルコールの適量
　ビール　　　　　　500㎖
　焼酎　　　　　　　120㎖
　日本酒　　　　　　1合（180㎖）
　ウイスキーダブル　1杯（60㎖）

尿酸値を適正に保つために②

お酒は適量にする

　尿酸は、体の中で使われた後、尿
と一緒に体外へ出ます。1日に1.5～
2リットルの水分を摂りましょう。

尿酸値を適正に保つために③

水分をたっぷり摂る

尿
酸
値
を
上
げ
な
い
た
め
に

しあわせ

問い合わせ先　住民課幸福推進室　栄養士　☎7－2813

食
べ
る
こ
と

育
つ
こ
と

「
食
」に
関
す
る
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
！

食
育
通
信

食
育
通
信

食
育
通
信

遊び場開放　　月・火　10：00～12：00　13：00～16：00
　　　　　　　　金 　10：00～12：00
　場　　所　　　児童センター（旧幼稚園）
今月の開放日　　8日・15日・18日・19日・25日・26日・29日

＊開放日の日程は変更になる場合がありますが、ご了承ください。

《１月の活動予定》

中川町地域子育て支援センター「まめちょ」児童センター内（旧幼稚園）
　TEL/FAX  7－2022　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当：古川真裕美

ふるかわ ま ゆ み

場　　所 内　　　　　　容

12日（火）
幼児センター 幼児センター開放　9：30～11：30

あそびの広場　　10：00～12：00
「親子料理」

13日（水）
児童センター

あそびの広場　　10：00～12：00
「制作あそび」

20日（水）
児童センター

あそびの広場　　10：00～11：30
「豆まき会」

27日（水）
児童センター

あそびの広場　　10：00～11：30
「簡単おもちゃと小物作り」

（1歳半までのお子さんを持つ家庭と妊婦さん対象）
7日（木）
児童センター

300mg

200mg

100mg

70mg



広報なかがわ
2010. 1月号 ８

　

な
お
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の

方
は
、
入
院
の
際
に
「
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
役
場
幸

福
推
進
室
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
所
得
区
分
】

①
現
役
並
み
所
得
者
…
同
一
世
帯

　

に
課
税
所
得
が
1
4
5
万
円
以

　

上
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で

　

医
療
を
受
け
る
方
が
い
る
方

②
区
分
Ⅱ
…
世
帯
員
全
員
が
住
民

　

税
非
課
税
の
方
（
区
分
Ⅰ
以
外

　

の
方
）

③
区
分
Ⅰ
…
世
帯
員
全
員
が
住
民

　

税
非
課
税
で
、
各
種
所
得
か
ら

　

必
要
経
費
・
控
除
（
年
金
の
所

　

得
は
控
除
額
を
80
万
円
と
し
て

　

計
算
）
を
差
し
引
い
た
所
得
が

　

0
円
と
な
る
世
帯
に
属
す
る
方

④
一
般
…
①
〜
③
以
外
の
方

【
問
い
合
わ
せ
先
】

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
0
1
1
|
2
9
0
|
5
6
0
1

住
民
課
幸
福
推
進
室

　
　
　
　
　
　

☎
7
|
2
8
1
3

　

入
院
し
た
と
き
は
、
医
療
費
の

自
己
負
担
額
の
ほ
か
に
、
食
費
を

自
己
負
担
し
ま
す
。
ま
た
、
療
養

病
床
に
入
院
し
た
と
き
は
、
食
費

と
居
住
費
を
自
己
負
担
し
ま
す
。

　

平
成
20
年
4
月
か
ら
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、

制
度
に
関
す
る
こ
と
や
、
平
成
22

年
度
か
ら
の
新
し
い
保
険
料
率
に

関
す
る
説
明
会
を
、
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

○
日　

時　

平
成
22
年
1
月
15
日

　
（
金
）午
後
2
時
か
ら
4
時
ま
で

○
場　

所　

旭
川
市
民
文
化
会
館

　
（
旭
川
市
7
条
通
9
丁
目
）

○
主　

催　

北
海
道
後
期
高
齢
者

　

医
療
広
域
連
合

○
そ
の
他

・
対
象
…
ど
な
た
で
も
出
席
で
き

　

ま
す
。
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。

・
申
し
込
み
…
特
に
必
要
は
あ
り

　

ま
せ
ん
が
、
会
場
が
定
員
に
な

　

り
次
第
、
入
場
を
制
限
さ
せ
て

　

い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

（
定
員
2
0
0
名
）

　

1
ヶ
月
に
支
払
っ
た
医
療
費
の

自
己
負
担
額
が
限
度
額
を
超
え
た

と
き
は
、
高
額
療
養
費
と
し
て
限

度
額
を
超
え
た
額
を
支
給
し
ま
す
。

　

該
当
す
る
方
に
は
、
北
海
道
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら

「
高
額
療
養
費
支
給
申
請
書
」
が

届
き
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記

入
・
押
印
の
う
え
、
役
場
幸
福
推

進
室
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
郵

送
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
）。

　

こ
の
申
請
書
は
一
度
提
出
す
る

と
、
そ
の
後
は
自
動
的
に
指
定
の

口
座
に
振
り
込
ま
れ
ま
す
（
平
成

20
年
3
月
以
前
に
老
人
保
健
制
度

の
高
額
医
療
費
の
申
請
を
し
た
こ

と
が
あ
る
方
も
自
動
的
に
口
座
に

振
り
込
ま
れ
ま
す
）。

し
あ
わ
せ

し
あ
わ
せ

わ
せ

し
あ

入
院
し
た
と
き
の
食
費
や

居
住
費

医
療
費
の
自
己
負
担
額
が

高
額
に
な
っ
た
と
き
、
高

額
療
養
費
を
支
給
し
ま
す

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

75
歳
以
上
の
方
と
65
歳
〜
74
歳
で
一
定
の
障
が
い
の
あ
る
方
が
対
象

260円

260円
210円

100円

区分Ⅱ

現役並み所得者

一　　　　　般

住　民　税
非課税世帯

入院したとき 療養病床に入院したとき
1食当たりの食費

（90日を超える入院は160円）

※医療費が267,000円を超えた場合は、
　超えた分の1％が加算されます。
　また、過去12ヶ月の間に、外来＋入
　院の支給を4回以上受けた場合、4回
　目以降の限度額は、44,400円です。

460円

460円

210円

320円

320円

320円

130円
（老齢福祉年金受給者は100円）

320円
（老齢福祉年金受給者は0円）

1食当たりの食費 1日当たりの居住費
所得区分

入院したときの食費および居住費

区分Ⅰ

44,400円

12,000円

8,000円
区分Ⅱ

現役並み所得者

一　　　　　般

住　民　税
非課税世帯

外来（個人ごと）

80,100円＋1％※

44,400円

24,600円

15,000円

外来＋入院（世帯ごと）所得区分
高額療養費の自己負担限度額（月額）

区分Ⅰ



広報なかがわ
2010. 1月号９

　

中
川
町
国
保
加
入
者
の
平
成
20

年
度
の
医
療
費
は
、
約
1
億
9
千

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を

1
人
あ
た
り
で
見
て
み
た
の
が
下

表
で
、
中
川
町
国
保
の
医
療
費
は

全
道
平
均
よ
り
下
回
り
、
特
に
退

職
者
（
注
）
の
医
療
費
は
大
き
く

下
回
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
全
国
平
均
と

比
べ
る
と
、
高
い
状
況
に
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

医
療
費
が
増
え
る
と
、
国
保
の

財
政
を
圧
迫
し
、
保
険
税
の
引
き

上
げ
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
う

な
ら
な
い
た
め
に
も
、
医
療
費
を

節
約
し
て
国
保
制
度
を
安
定
さ
せ

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
医
療
の
受
け
方

や
生
活
習
慣
を
少
し
見
直
す
だ
け

で
医
療
費
を
節
約
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
日
頃
か
ら
、
上
手

に
受
診
し
、
健
康
的
な
生
活
を
心

が
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
注
）
退
職
者
と
は
、
長
年
勤
め

た
会
社
な
ど
を
退
職
し
て
国
保
に

加
入
し
た
65
歳
未
満
の
方
と
そ
の

●
お
医
者
さ
ん
の
か
け
持
ち
は

　

や
め
ま
し
ょ
う

●
時
間
外
、
休
日
受
診
は
な
る

　

べ
く
避
け
ま
し
ょ
う

●
む
や
み
に
薬
を
欲
し
が
る
の

　

は
や
め
ま
し
ょ
う

●
か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し

　

ょ
う

●
お
医
者
さ
ん
を
信
頼
し
、
指

　

示
を
守
り
ま
し
ょ
う

●
定
期
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

中　川　町

全 道 平 均

全 国 平 均

一　　般

307,595円

319,068円

229,166円

退 職 者

292,727円

441,046円

408,897円

合　　計

306,435円

326,966円

272,501円

上
手
な
お
医
者
さ
ん
の

　
　
　
　
　

か
か
り
方

家
族
（
被
扶
養
者
）
を
指
し
、
退

職
者
医
療
制
度
で
医
療
を
受
け
ま

す
。

医
療
費
の
状
況

医
療
費
の
状
況

医
療
費
の
状
況

医
療
費
の
状
況

医
療
費
の
状
況

社会保険庁 廃止
日本年金機構

公的年金の運営業務を担う

厚生労働省
公的年金の財政責任・運営責任を担う

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
課
幸
福
推
進
室

　
　
　
　
　
　

☎
7
―
2
8
1
3

し
あ
わ
せ

ご
存
じ
で
す
か
？

ご
存
じ
で
す
か
？

ご
存
じ
で
す
か
？

ご
存
じ
で
す
か
？

ご
存
じ
で
す
か
？

こくほこくほ

　

皆
さ
ん
の
信
頼
に
応
え
、
一
層

の
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
実
現
を
目
指

し
て
、
社
会
保
険
庁
は
組
織
と
人

員
と
一
新
し
、
「
日
本
年
金
機
構
」

と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　

現
在
あ
る
お
近
く
の
社
会
保
険

事
務
所
は
「
年
金
事
務
所
」
と
名

前
が
変
わ
り
ま
す
が
、
年
金
相
談

な
ど
の
窓
口
と
し
て
引
き
続
き
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
、
住
所
は
変

わ
り
ま
せ
ん
。

　

日
本
年
金
機
構
の
設
立
に
伴
い
、

こ
れ
ま
で
社
会
保
険
庁
や
社
会
保

険
事
務
所
の
名
義
で
お
送
り
し
て

い
た
い
ろ
い
ろ
な
書
類
は
、
内
容

に
よ
り
、
厚
生
労
働
省
ま
た
は
日

本
年
金
機
構
の
名
義
で
お
送
り
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

日
本
年
金
機
構
は
、
社
会
保
険

庁
か
ら
公
的
年
金
の
運
営
業
務
を

引
き
継
い
で
行
い
ま
す
が
、
公
的

年
金
制
度
は
国
の
制
度
と
し
て
、

そ
の
財
政
や
運
営
に
国
が
責
任
を

持
つ
こ
と
は
こ
れ
ま
で
と
変
わ
り

ま
せ
ん
。

「
日
本
年
金
機
構
」が

平
成
22
年
1
月
1
日
か
ら

　
　
　
　

ス
タ
ー
ト
し
ま
す

【
問
い
合
わ
せ
先
】

旭
川
社
会
保
険
事
務
所

☎
0
1
6
6
|
2
7
|
1
6
1
1

◎平成20年度の1人あたり医療費

＊医療費とは、国保加入者が病院などで支払った額と国保で負担した額の合計額です。
＊平成20年度の道内の国保保険者数は、173保険者となっています。
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工 事 ・ 業 務 名 入札 落札率契約業者名 工事などの概要 期　　間 備　考

11月の入札・契約結果11月の入札・契約結果11月の入札・契約結果
契約金額予定価格

問い合わせ先　総務課企画財政室　☎7－2811

11／2

11／2

11／2

11／11

11／13

11／30

97.4％

98.0％

94.1％

95.8％

99.6％

98.9％

3,990,000円

53,970,000円

4,830,000円

1,911,000円

2,688,000円

4,620,000円

4,095,000円

55,072,500円

5,131,350円

1,995,000円

2,698,500円

4,672,500円

中川火葬場火葬設備補修工事 着手　平成21年11月4日
竣工　平成21年12月25日火葬炉内耐火煉瓦積み替え 随意契約

（1社）㈱炉研

町道除雪委託業務 着手　平成21年11月3日
完了　平成22年3月31日

車道・歩道・公共施設・バス停留所
・防火水槽施設他除雪一式

随意契約
（1社）

中川町除雪事業
共同企業体

条件不利森林整備事業
平成21年度　町有林除間伐工事

着手　平成21年11月4日
竣工　平成21年11月30日
着手　平成21年11月12日
竣工　平成21年11月30日
着手　平成21年11月16日
竣工　平成21年12月10日

納品　平成21年12月25日

町有林18.84haの高齢級間伐の実施

排水路土砂除去770㎥・立木伐木4t

随意契約
（1社）

上川北部
森林組合

歌内地区排水路浚渫工事 指名競争入札
（4社）㈱北部興業

基幹水利施設管理事業誉平地
区整備補修工事

初期潤滑油ポンプ分解整備1台・清水冷却器
分解整備1台・複式ストレーナ分解整備1台
恒温高湿庫2台、業務用冷蔵庫1台、業務用冷凍庫
1台、ガス式蒸し器1台、電気ウォーマーテーブル1台 

指名競争入札
（3社）

㈱電業社機械製作所
北海道営業所

平成20年度　ポンピラアクア
リズイング厨房備品購入

指名競争入札
（3社）㈱中川水道

　

9
月
以
降
、
振
り
込
め
詐
欺
が
急

増
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
50
〜
70
歳

代
の
女
性
が
被
害
に
遭
っ
て
い
ま
す
。

「
携
帯
電
話
を
替
え
た
」「
急
い
で
振

り
込
ん
で
」
と
い
う
電
話
は
詐
欺
の

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

振
り
込
む
前
に
、
家
族
や
警
察
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

1
1
0
番
は
、
事
件
や
事
故
な
ど

の
緊
急
事
態
が
発
生
し
た
と
き
に
警

察
へ
通
報
す
る
た
め
の
電
話
番
号
で

す
。
電
話
に
出
た
警
察
官
の
質
問
に
、

あ
わ
て
ず
落
ち
着
い
て
正
し
く
答
え

て
く
だ
さ
い
。

　

急
を
要
し
な
い
相
談
や
照
会
な
ど

は
、
警
察
相
談
電
話
「
＃
9
1
1
0
」

に
か
け
る
か
、
近
く
の
駐
在
所
な
ど

に
お
問
い
合
わ
せ
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

美
深
警
察
署　

☎
2
|
1
1
1
0

　
　

中
川
駐
在
所　

☎
7
|
2
0
1
9

　
　

佐
久
駐
在
所　

☎
8
|
5
0
7
1

「
振
り
込
め
詐
欺
」

「
振
り
込
め
詐
欺
」

　
　
　

警
報
発
令
中
！

　
　
　

警
報
発
令
中
！

1
月
1
月
10
日
は
日
は

「
1
1
0
番
の
日
」で
す
！

「
1
1
0
番
の
日
」で
す
！

「
振
り
込
め
詐
欺
」

　
　
　

警
報
発
令
中
！

1
月
10
日
は

「
1
1
0
番
の
日
」で
す
！

嶋名貞雄さん（77歳） 葛西クミ子さん（77歳）佐藤琴子さん（77歳）

喜寿おめでとうございます。

ご長寿さんまちのご長寿さんまちのご長寿さんまちの

嶋貫金一さん（77歳）

米寿おめでとうございます。

駐 在 所

若山ハツヱさん（77歳）

齊　淳一さん（88歳）

齊藤美喜さん（88歳）
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火災・救急
出動件数

火災出動　　１件
救急出動　　40件
平成21年11月30日現在

中
川
消
防
支
署
か
ら

中
川
消
防
支
署
か
ら

　

出
初
式
は
新
春
を
告
げ
る
風
物
詩
と
し
て
、
全
国
各
地
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

中
川
消
防
で
も
年
の
初
め
に
あ
た
り
、
消
防
団
員
が
獅
子
舞
と
と
も
に
、
無
火
災
、

家
内
安
全
の
た
め
中
川
市
街
を
練
り
歩
き
、
舞
を
披
露
し
ま
す
。

　

ま
た
、
消
防
庁
舎
前
広
場
で
行
わ
れ
る
出
初
式
で
は
、
消
防
支
署
と
消
防
団
が
合

同
で
祝
賀
放
水
を
行
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　

開　

催　

日　
　

平
成
22
年
1
月
7
日
（
木
）

　
　
　

獅
子
舞
披
露　
　

午
前
9
時
〜　
　
　

中
川
町
市
街

　
　
　

出　

初　

式　
　

午
後
1
時
30
分
〜　

消
防
庁
舎
前
広
場

出
初
式
を
挙
行
し
ま
す

　

年
末
年
始
に
向
け
火
災
予
防
は
万
全
で
し
ょ
う
か
？

　

こ
の
時
期
は
調
理
器
具
や
暖
房
器
具
の
利
用
が
多
く
な
り
ま
す
。
次
の
よ
う
な
こ
と
を
心
が
け
火
災
の
未
然

防
止
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

①
コ
ン
ロ
か
ら
離
れ
る
時
は
、
わ
ず
か
な
時
間
で
も
火
を
止
め
ま
し
ょ
う
。

②
寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
吸
い
殻
は
水
に
浸
し
て
か
ら
捨

　

て
ま
し
ょ
う
。

③
ス
ト
ー
ブ
の
上
に
洗
濯
物
を
干
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

④
火
災
の
早
期
発
見
の
た
め
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

消
火
器
の
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す

　

全
国
で
、
老
朽
化
し
た
消
火
器
の
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

消
火
器
の
耐
用
年
数
は
概
ね
8
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。
8
年
以
内
で
あ
っ
て

も
サ
ビ
や
キ
ズ
な
ど
の
異
常
の
あ
る
も
の
は
速
や
か
に
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
住
宅
専
用
の
消
火
器
の
有
効
期
限
は
3
〜
5
年
で
、
容
器
に
最
終
年

月
が
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

老
朽
化
し
た
消
火
器
は
非
常
に
危
険
な
の
で
、
そ
の
ま
ま
放
置
せ
ず
に
、
お

近
く
の
消
火
器
メ
ー
カ
ー
か
消
防
設
備
取
扱
店
に
連
絡
し
、
有
料
で
処
分
し
て

も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　

※
消
防
署
で
は
回
収
は
し
て
い
ま
せ
ん

あ
な
た
の
家
は
大
丈
夫
？

出
初
式
を
挙
行
し
ま
す

あ
な
た
の
家
は
大
丈
夫
？
|
年
末
年
始
の
安
全
の
た
め
に
|

中
川
消
防
支
署
へ
の
ご
相
談
、お
問
い
合
わ
せ
は
☎
7
―
2
1
1
9
番
ま
で

あ
り
が
と
う　
　
　

　
　
　

ご
ざ
い
ま
す

社
会
福
祉
協
議
会
、
一
心
苑
に
寄

付・
夫
（
豊
太
郎
様
）
死
去
に
際
し

て　
　
　
　
　

土
田　

ハ
ツ　

様

・
夫
（
健
三
様
）
死
去
に
際
し
て

　
　
　
　
　
　

鈴
木　

シ
ヱ　

様

・
夫
（
与
太
郎
様
）
死
去
に
際
し

て　
　
　
　
　

菅　

ヨ
シ
ヱ　

様

・
離
町
に
際
し
て

　
　
　
　
　
　

黒
澤　

義
夫　

様

・
社
会
福
祉
推
進
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　

匿
名
（
2
名
）
様

社
会
福
祉
協
議
会
、
一
心
苑
に
寄

贈
　

季
節
の
も
の
を
含
め
て
次
の
方

々
よ
り
「
志
」

　
　

中
川
町
商
工
会
女
性
部　

様

　
　
　
　
　
　

野
村　

和
子　

様

　
　
　
　
　
　

黒
澤　

義
夫　

様

　
　
　
　
　
　

石
垣　

弘
子　

様

　
ポ
ン
ピ
ラ
ア
ク
ア
リ
ズ
イ
ン
グ　

様

　
　
　
　
　
　

石
坂
幸
次
郎　

様

謹
ん
で
お
悔
や
み

　
　

申
し
上
げ
ま
す

大
富
二　

土
田
豊
太
郎
様
（
80
歳
）

ご
結
婚
お
め
で
と
う

　
　
　

ご
ざ
い
ま
す

＊
河
原　
　
　

哲　

様
（
1　

区
）

　

岩　
　

亜
矢
子　

様
（
札
幌
市
）

11月30日●農 業 委 員 会 総 会
12月2日●選 挙 管 理 委 員 会
12月8日●行政改革推進委員会
12月11日●議 会 運 営 委 員 会

12月14日●教 育 委 員 会 議
12月15日●民 生 委 員 協 議 会
12月16日～18日
　　　　●第4回定例町議会

火事と救急は119番

議会・各種委員会の開催状況



　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
（
以
下
、

「
民
生
委
員
」
と
い
い
ま
す
）
は
、

民
生
委
員
法
に
基
づ
い
て
厚
生
労

働
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
「
地

域
に
お
け
る
相
談
・
支
援
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」
で
す
。

　

身
分
は
、
「
無
報
酬
の
非
常
勤

特
別
職
の
地
方
公
務
員
」
と
解
さ

れ
、
推
薦
や
委
嘱
に
関
し
て
は

「
民
生
委
員
法
第
5
条
」
と
「
児

童
福
祉
法
第
6
条
」
で
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
児
童
福
祉
法

に
は
「
民
生
委
員
法
（
中
略
）
に

よ
る
民
生
委
員
は
、
児
童
委
員
に

充
て
ら
れ
た
も
の
と
す
る
」
と
書

か
れ
て
い
て
、
「
民
生
委
員
＝
児

童
委
員
」
の
役
割
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

民
生
委
員
の
役
割
は
「
住
民
へ

の
支
援
」
、
児
童
委
員
と
し
て
は

「
児
童
及
び
妊
産
婦
へ
の
支
援
」

と
さ
れ
て
い
て
、
老
若
男
女
を
問

わ
ず
地
域
住
民
の
た
め
の
「
地
域

に
根
ざ
し
た
奉
仕
者
」
と
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
民
生
委

員
や
児
童
委
員
活
動
よ
り
も
、

「
児
童
の
福
祉
に
関
す
る
機
関
と

児
童
委
員
と
の
連
絡
調
整
」
や

民
生
委
員
・
児
童
委
員
っ
て
ご
存
じ
で
す
か
？

民
生
委
員
・
児
童
委
員
っ
て
ご
存
じ
で
す
か
？

仕
事
の
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
？

仕
事
の
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
？

民
生
委
員
・
児
童
委
員
っ
て
ご
存
じ
で
す
か
？

仕
事
の
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
？

「
児
童
委
員
の
活
動
に
対
す
る
援

助
と
協
力
」
を
専
門
的
に
取
り
組

む
「
主
任
児
童
委
員
」
が
い
ま
す
。

　

現
在
、
中
川
町
に
は
12
人
の
民

生
委
員
が
お
り
、
地
域
福
祉
の
推

進
役
と
し
て
住
民
の
立
場
に
立
っ

て
相
談
や
支
援
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

民
生
委
員
法
や
児
童
福
祉
法
で

決
め
ら
れ
て
い
る
民
生
委
員
の
仕

《
社
会
調
査
活
動
》

　

住
民
の
実
態
や
福
祉
ニ
ー
ズ
を
日
常
的
に
把
握
し
ま
す
。

《
相
談
活
動
》

　

地
域
住
民
が
抱
え
る
問
題
に
つ
い
て
、
相
手
の
立
場
に
立
ち
、
親
身
に
な
っ
て
相
談
に
応
じ
ま

　

す
。

《
情
報
提
供
活
動
》

　

社
会
福
祉
の
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
や
情
報
を
住
民
に
的
確
に
提
供
し
ま
す
。

《
連
絡
通
報
活
動
》

　

住
民
が
個
々
の
福
祉
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
関
係
行
政
機

　

関
・
施
設
・
団
体
な
ど
に
連
絡
し
て
、
必
要
な
対
応
を
促
す
パ
イ
プ
の
役
割
を
務
め
ま
す
。

《
調
整
活
動
》

　

住
民
の
福
祉
需
要
に
対
応
し
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。

《
生
活
支
援
活
動
》

　

住
民
の
求
め
る
生
活
支
援
活
動
を
自
ら
行
っ
て
、
支
援
体
制
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。

《
意
見
具
申
活
動
》

　

活
動
を
通
じ
て
得
た
問
題
点
や
改
善
策
を
取
り
ま
と
め
、
必
要
に
応
じ
て
民
生
児
童
委
員
協
議

　

会
を
通
じ
て
関
係
機
関
な
ど
に
意
見
を
提
起
し
ま
す
。

事
と
し
て
、
左
の
7
つ
が
あ
り
ま

す
。

　

民
生
委
員
は
、
そ
の
職
務
の
性

格
か
ら
、
世
帯
の
生
活
や
個
人
の

身
体
状
況
な
ど
の
個
人
情
報
に
接

す
る
機
会
も
多
く
、
そ
の
秘
密
を

守
る
こ
と
が
重
要
な
義
務
と
し
て

法
律
で
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
民
生
委
員
は
高
齢
者
本

人
や
家
族
へ
の
問
い
合
わ
せ
に
基

づ
い
て
、
高
齢
者
本
人
や
世
帯
の

状
況
を
把
握
し
、
必
要
な
支
援
や

助
言
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
提

供
に
努
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

生
活
ス
タ
イ
ル
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

意
識
の
変
化
な
ど
に
よ
っ
て
、
高

齢
者
世
帯
の
把
握
が
困
難
に
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中

で
、
高
齢
者
へ
の
適
切
な
支
援
や

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
ま
た
自

然
災
害
発
生
時
の
安
否
確
認
や
ス

ム
ー
ズ
な
避
難
・
援
助
活
動
、
住

民
の
安
全
と
安
心
を
確
保
す
る
た

め
、
行
政
と
連
携
し
て
活
動
を
進

め
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
課
幸
福
推
進
室

　
　
　
　
　
　

☎
7
―
2
8
1
3

し
あ
わ
せ

役　職 氏　　名 住所 担当地区
会　　長
副 会 長
監　　事
〃

委　　員
〃
〃
〃
〃
〃

主任児童委員
〃

野　村　和　子
一　戸　孟　男
遠　藤　みつえ
金　見　松　藏
鳴　海　美意子
椿　本　清　勝
金　住　忠　雄
遠　藤　寿　恵
𠮷　田　由美子
安　西　克　已
川　村　　　隆
吉　川　明　美

２　区
４　区
１　区
安川三
佐　久
歌　内
大富三
１　区
３　区
５　区
２　区
２　区

中　央　２　区
中　央　４　区
中央１区（上）
共和・安川～安川三
佐久・富和・豊里
国　府・歌　内
大　富　・　誉
中央１区（下）
中　央　３　区
中　央　５　区

民生委員児童委員名簿

※敬称略
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海
道
支
部
札
幌
自
動
車
保
険
請
求

相
談
セ
ン
タ
ー

☎
0
1
1
│
2
9
0
│
1
8
8
1

　

毎
年
、
雪
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
る

と
除
雪
機
に
よ
る
事
故
が
多
発
し

て
い
ま
す
。
除
雪
機
を
使
う
と
き

は
、
次
の
点
に
注
意
し
て
操
作
し

ま
し
ょ
う
。

・
作
業
を
行
う
前
に
、
必
ず
取
扱

　

説
明
書
を
よ
く
読
ん
で
、
正
し

　

い
使
い
方
を
理
解
し
ま
し
ょ
う
。

・
詰
ま
っ
た
雪
を
取
り
除
く
と
き

　

は
、
必
ず
エ
ン
ジ
ン
を
止
め
て
、

　

回
転
部
（
オ
ー
ガ
、
ブ
ロ
ワ
）

　

が
完
全
に
止
ま
っ
て
か
ら
雪
か

　

き
棒
を
使
っ
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

・
回
転
部
に
近
づ
く
と
き
は
、
必

　

ず
エ
ン
ジ
ン
を
止
め
て
、
回
転

　

部
が
完
全
に
止
ま
っ
て
か
ら
作

　

業
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
発
進
時
は
、
転
倒
し
た
り
、
体

　

が
は
さ
ま
れ
た
り
し
な
い
よ
う

　

に
、
足
元
や
後
ろ
の
障
害
物
に

　

は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
除
雪
作
業
中
は
、
雪
を
飛
ば
す

　

方
向
に
人
や
車
、
建
物
が
な
い

　

こ
と
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。
ま

　

た
、
除
雪
機
の
周
り
に
は
絶
対

　

に
人
を
近
づ
け
な
い
よ
う
に
し

　

ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

社
団
法
人
日
本
農
業
機
械
工
業
会

／
除
雪
機
安
全
協
議
会

☎
0
3
│
3
4
4
3
│
0
4
1
5

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

http://www.jfmma.
or.jp

　

農
林
水
産
省
で
は
、
平
成
22
年
2
月
1
日
現
在
で
「
2
0
1
0
世
界

農
林
業
セ
ン
サ
ス
」
を
行
い
ま
す
。
農
林
業
セ
ン
サ
ス
は
、
農
林
業
の

実
態
を
明
ら
か
に
し
、
国
や
都
道
府
県
、
市
区
町
村
は
も
ち
ろ
ん
各
方

面
に
わ
た
り
、
広
く
利
用
で
き
る
総
合
的
な
統
計
資
料
を
得
る
た
め
の

調
査
で
す
。
全
国
の
農
家
や
林
家
を
は
じ
め
、
す
べ
て
の
農
林
業
関
係

者
を
対
象
に
行
わ
れ
る
「
農
林
業
の
国
勢
調
査
」
と
も
い
う
べ
き
も
の

で
す
。
皆
さ
ん
の
お
宅
や
会
社
な
ど
に
調
査
員
が
調
査
に
伺
い
ま
し
た

ら
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

2
0
1
0
農
林
業
セ
ン
サ
ス
に

2
0
1
0
農
林
業
セ
ン
サ
ス
に

　
　
　
　

　
　
　
　
　

ご
協
力
く
だ
さ
い

ご
協
力
く
だ
さ
い

2
0
1
0
農
林
業
セ
ン
サ
ス
に

　
　
　
　
　

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

「
予
備
自
衛
官
補
」
と
は
、
普

段
は
社
会
人
や
学
生
で
あ
っ
て
も
、

い
ざ
と
い
う
と
き
に
は
自
衛
官
と

し
て
社
会
の
た
め
に
貢
献
で
き
る

制
度
で
す
。
一
般
と
技
能
の
公
募

コ
ー
ス
が
あ
り
、
平
成
21
年
7
月

1
日
ま
で
に
全
国
で
7
，
6
0
8

名
が
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
身　

分

　

非
常
勤
の
特
別
職
国
家
公
務
員

◆
採
用
年
齢

　

一
般
公
募
は
、
18
歳
以
上
34
歳

　

未
満
、
技
能
公
募
は
、
18
歳
以

　

上
で
保
有
す
る
技
能
に
応
じ
て

　

53
歳
〜
55
歳
未
満

◆
訓
練
内
容

　

一
般
公
募
は
、
3
年
以
内
に
50

　

日
間
、
技
能
公
募
は
2
年
以
内

　

に
10
日
間
の
教
育
訓
練
を
受
け

　

ま
す
（
訓
練
中
の
食
事
、
宿
舎
、

　

被
服
な
ど
は
無
料
で
す
）。

◆
教
育
訓
練
召
集
手
当

　

7
，
9
0
0
円
（
日
額
）

　

（
自
宅
か
ら
訓
練
地
ま
で
の
交

　

通
費
を
支
給
し
ま
す
）

◆
応　

募

　

電
話
連
絡
ま
た
は
名
寄
出
張
所

　

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
広
報
官

　

が
対
応
い
た
し
ま
す
。

◆
受　

付

　

平
成
22
年
1
月
12
日
〜
4
月
9

　

日
ま
で

◆
試
験
日

　

平
成
22
年
4
月
17
日
〜
19
日
の

　

う
ち
の
1
日

【
問
い
合
わ
せ
先
】

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部
名
寄

出
張
所

☎
0
1
6
5
4
│
2
│
3
9
2
1

名
寄
市
西
1
条
南
9
丁
目
45

　

近
頃
は
交
通
事
故
の
態
様
が
複

雑
化
し
て
、
解
決
に
困
っ
て
い
る

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

社
団
法
人
日
本
損
害
保
険
協
会
で

は
、
こ
れ
ら
の
方
々
の
た
め
に
全

国
に
「
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ

ン
タ
ー
」
を
設
置
し
て
、
自
動
車

損
害
賠
償
責
任
保
険
（
自
賠
責
保

険
）
と
任
意
自
動
車
保
険
の
請
求

に
つ
い
て
無
料
で
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

　

交
通
事
故
の
こ
と
で
困
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

社
団
法
人
日
本
損
害
保
険
協
会
北

平
成
22
年
度
採
用

　
「
予
備
自
衛
官
補
」を

　
　
　
　
　

募
集
し
ま
す

自
動
車
交
通
事
故
の

解
決
を
お
手
伝
い
し
ま
す

歩
行
型
除
雪
機
に
よ
る

　

事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

お 知 ら せ



〒098-2892  北海道中川郡中川町字中川337番地　☎（01656）7－2811
中川町HPアドレス  http://www.town.nakagawa.hokkaido.jp
中川町携帯用サイト  http://www.town.nakagawa.hokkaido.jp/i
　　　　　　　　　　　　　　（NTTドコモの「i-mode公式メニュー」からもごらんになれます。）
E-mailアドレス  nakagawa@hokkai.or.jp

携帯用サイトアドレスが二次元バーコードで簡単入力可能
（ご使用にあたっては、携帯の取扱説明書をごらんください）

町の人口
（11月30日現在）

人　　口

男

女

世 帯 数

1,888人（－１）

930人（－１）

958人（±０）

913戸（±０）

発行　中川町　　編集　総務課総務町政室　　印刷　国　境

（　）は前月末との差を示します。

　5歳児の堂々とした演技、3
歳未満児のかわいいしぐさ
‥‥。幼児センターの発表会
では、観客の皆さんに感動と
いうプレゼントが贈られました。

　中川町・中頓別町・美瑛町で取り組んでいる地域再生事業「プ
ロジェクト北の杜」で進めているパネルハウスが、エコミュージ
アムセンターのグランドに完成しました。都市住民の移住促進な
どを目指す事業の一環として、多くの町民が参加して建てられま
した。

田舎を楽しむ拠点づくりに向けて
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